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平成23年度　公の施設目標管理型評価書【新潟市水族館】

中央区

―

新潟市水族館条例

新潟市水族館

公益財団法人新潟市開発公社 平成21年4月1日 平成26年3月31日

西船見町５９３２番地４４５

新潟市文化スポーツ部文化政策課

施 設 設 置 目 的

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

施 設 概 要

設置：平成２年７月
施設規模：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）地上２階・地下１階，敷地面積40,171㎡・延床面積10,044㎡
施設内容：日本海大水槽（800トン），タッチ水槽，にしきごいの池，マリントンネル，休憩室（大人150人），イル
カショープール，屋内プール，別館，マリンサファリ，ペンギン島など
料金区分：大人1,500円,小人600円,幼児200円

運営指針
１．環境と生物との出会い
水族館敷地は，日本海を望み松林に囲まれた良好な環境にあることから，水族館はそこに立地するにふさわしい環境と生
物との出会いの広場とする。
２．新鮮な感動と豊かな情操を育む
生命を知ることにより得られる新鮮な感動を通じて，次代を担う青少年の情操に資する水族館とする。
３．種の保存と自然保護
飼育技術の一層の向上と国内外の水族館・動物園・水産研究所との情報交換などにより，水族館の社会的使命である「種
の保存」と「自然保護」の啓発に努める。
４．学習の場として
小中学生を主体とした児童・生徒が，生物の生態を学習できると同時に，入館者の様々な知的欲求にも答えることのでき
る博物館的機能を備えた水族館とする。
５．レクリェーションの場として
文化的レクリェーション施設として，楽しく学習できるよう娯楽性を取り入れる。
６．「水の都，にいがた」のシンボルとして
日本海，信濃川など「水の都，にいがた」を特色づけている自然と風土を生かしながら，対岸諸国をはじめ世界の魚類や
海獣類等を紹介し，環日本海の拠点都市にふさわしい水族館とする。
（開館当時策定の運営指針「マリンピア日本海１０年のあゆみ」より）

普通以上…92.8％

各種サービス別満足度

評価指標

ホームページアクセス件数
年間16万件以上
ホームページ更新件数1カ月
2回以上

県外向け広告を行うこと

入館者数年間480,000人以上

評価項目

広報の充実

基準利用者数の達成

「館内アンケート」の「展示内容（生物）に対
する満足度」で「満足及び非常に満足」が2/3以
上

「館内アンケート」の「ショーに対する満足
度」で「満足及び非常に満足」が2/3以上

「館内アンケート」の「接客に対する満足度」
で「普通」以上が2/3以上

実績

トップページへのアクセス件数272,995件

９．８回

山形、福島、群馬、長野、埼玉への折込広
告、テレビＣＭ、ＦＭラジオＣＭ

481,908人

満足及び非常に満足…97.7％

満足及び非常に満足…85.4％

魚類，海獣その他の水生動物に関する知識を広め，魚類等への親しみを深めることにより市民の教養と健全な余暇の活用
に資するため
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自然保護団体等の活動への協力 Ｂ
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市 民

満足及び非常に満足…98％

総合学習の受け入れ年間40
団体以上

財 務

管理運営経費の節減 管理運営経費を指定管理料
年度協定額以下

市の歳入の増加

社会教育活動の実施

業 務

改善を必要とする際の対応
の迅速さ・適切さ
安全責任者の配置と安全確
保体制の確立

当該施設の管理に係る関係
法令の遵守

守秘義務の徹底

自然・環境保護活動の実施

業務仕様書等に定める事項
の遵守

総 合 評 価 （ 所 見 ）

労働基準の充足 労働基準違反に該当する問
題がないこと

配置人員条件の充足 業務の基準に定める有資格
者を配置しているか

研究会や研修会等に参加

接遇研修を年1回以上実施
配置人員のミッションの理
解度とスキルの習得度

問題なし

事業計画・事業報告の適切
さ

事業報告書を翌年度4月30日
までに提出

人 材

設置目的に合致した事業を年間
19企画以上実施

日常連絡の適切さ 月次報告書を翌月10日まで
に提出

ボランティア会員の活動件数を
年間12件以上

使用料収入を年間429,000千
円以上

実習生の受け入れ年間15人
以上

事業等の実施

「教室参加者アンケート」で「満足及び非常に
満足が2/3以上

苦情・要望に対する対応 苦情，要望には速やかに対
応

事件・事故発生時の対応の
適切さ 防災訓練年2回実施

守秘義務違反に該当する問
題がないこと

改善勧告等を受けた場合は，速
やかにそれに対応する。

業務仕様書等に定める事項
の遵守

アンケートに記載されていた提案の実現

２６企画…いきもの教室１２企画、春期・夏期特別展、希少淡水魚
展、大人向け水族館講座、児童絵画展、サマースクール３企画、ナ
イトツアー、新規イベント５企画

問題なし

コンプライアンス研修の実
施

連絡体制の確立

翌月10日までに提出

改善勧告を受けずに業務を実施

緊急連絡網、危機管理フロー

地元保護団体の観察会への協力、シンポジウ
ムへの協力

「鯨類における腎機能マーカーとしての尿中N
－ｱｾﾁﾙβ－D－ｸﾞﾙｺｻﾐﾆﾀｰｾﾞの有用性」等７件

登録者数 50人、活動日数 171日、延べ活動人
数 411人

36団体546人（22年度45団体438人）

16人

購入する消耗品の再検討、委託やリースの見
直し、工事費の削減等を積重ね経費削減に努
めた。

水族館の社会的使命を果たすとともに、魅力ある展示や教育効果の高いプログラムを数多く実施し、来館者が、快適な時間を過ご
せる場を提供するとともに、効率的で円滑な運営に努めた。
平成２５年度のリニューアルオープン及び平成２６年度内北陸新幹線開通も視野に入れ、他水族館にはない、新潟市水族館ならで
はの魅力あふれる展示やソフトの提供のため、従来の展示手法やプログラム内容を再検証し、事業展開や管理運営に反映していた
だきたい。

防災訓練年2回実施、業後に非常放送を用いた
館内放送を実施

係長以上へのレクチャーと資料回覧による研
修

問題なし

業務基準＋業務で必要な有資格者を配置

外部講師による接遇研修1回実施、受け付けマ
ニュアル作成

（財）日本動物園水族館協会主催の各種研修
会などに参加

450,490,618円

翌年度4月30日までに提出


